
愛知県

技能実習生 都道府県プロファイリング



愛知県における多文化共生（県民文化部社会活動推進課多文化共生推進室 2018年10月24日資料より ）

日本語版のほか、ポルトガル語、中国語、フィリピ
ン語（タガログ語）及び英語の各言語に翻訳





愛知県は、全国知事会の
「新たな外国人材の受入れプロジェクトチーム」のリーダー

プロジェクトチームは、2019年６月
 「外国人材の受入れ・共生に向けた提言」をまとめた。

2020年6月 全国知事会議で「外国人材の受入れ・共生
に向けた提言」を取りまとめ、文部科学副大臣、法務大
臣、厚生労働審議官、内閣官房副長官（事務）秘書官に
要請活動を実施した。

http://www.nga.gr.jp/data/activity/norinsuisan/reiwa2
nendo/1594791431498.html



JICA中部では「中部4県における外国人材
の現状・課題等に関する調査」を実施中

【業務の目的】少子高齢化を背景に 2019 年の入管法改
正等、外国人材受入が拡大する中、技能実習生や日系人
等を中心に労働面、生活面、子弟の教育面などから様々
な課題が指摘されている。JICA は外国人材に係る課題解
決及び活用に貢献することが期待されているが、中部４
県（静岡県、岐阜県、愛知県、三重県）における外国人
材の現状・課 題などを十分に把握できていない。更にコ
ロナ禍の拡大、長期化に伴い、外国人材を取り巻く新た
な課題も生じてきている。 これらのことから、既存制度
にとらわれずに JICA の支援・貢献メニューを検討する
ために、これまでの他地域での類似調査結果を参考に、
中部 4 県における外国人 材に関する現状を把握し、課題
等のレビューを行い、これら課題の解決に取り組む、 あ
るいは取り組むポテンシャルのある団体等を抽出し、こ
れらの中から具体的な JICA との各種連携案件を形成す
ることを目的に本調査を実施する。
 

2021年8月末をめどに最終報告取りまとめ
予定





「ずっと働きたい」 愛知県豊田市 
特定技能、元実習先の会社へ

元技能実習生のインドネシア人2名が元実習先の自
動車部品の製造業者「明和工業」（豊田市）で働
くため、特定技能のビザで来日。２人は2012〜15
年に同社で実習した後に帰国、同社関連会社から
特定技能の再来日で声がかかった。（中略）
給与は、技能実習の時に比べて月給が約１割増。
年２回の賞与もある。作業工程全体を見るような
責任のある仕事も任せられるようになった。特定
技能は転職可能な制度だが、２人は「（同社で）
ずっと働きたい。いい会社だから」と口をそろえ
る。（中略）

同社は約15年前から、インドネシア人実習生を受
け入れてきた。特定技能の受け入れは、現場の
ニーズを受けて導入。特定技能の採用で声を掛け
たのは、部長、課長らから推薦のあった元実習生
たち。同社の杉浦義忠社長（38）は「実習生で頑
張った人にまた来てもらいたい。彼らがリーダー
になり、５年、10年と働き続けてほしい。一生懸
命に働いてもらい、サクセスストーリーができた
らいい」と期待する。技能実習の受け入れも続け
たい考えだ。



インドネシアからの技能実習生を受け入れる監理団体

https://www.jica.go.jp/chubu/t
opics/2020/ku57pq00000mbsyv
-att/ku57pq00000mbszn.pdf

企画・協力 JICA

高浜市

移民、難民が急増したベルギー・メヘレン市が取り入れ、
効果を上げたことでも知られる「バディ制度」。



トレイディングケアマッチングシステム





～あいちの地域課題を知る。
その解決に挑むNPOがわかる。～

NPOの信頼性を高めるために、愛知県内のさ
まざまな地域課題を知り、その解決に挑む
NPOへの寄付を促すWebサイト【あいち「見
える化」ウェブ】。





https://www.tokai-tv.com/newsone/corner/20200922-kakekomidera.html

名古屋市天白区の
曹洞宗徳林寺

新型コロナウイルスの影響で、仕事を失った
50人のベトナム人が共同生活をしている。
主に元技能実習生。
徳林寺の住職・高岡秀暢さんは、以前ベトナムから
僧侶や留学生を預かっていた縁で、今回、帰れなく
なった人たちを受け入れることにした。



新型コロナ感染症の前から感染症の問題はあった…
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